
横補剛材の検討

　本検討は、『鋼構造接合部設計指針　2006年版』（日本建築学会）、『2007年版建築物の構造関係技術基準解説書』

（日本建築センター）等に基づき、鉄骨梁の横補剛材に対して、剛性及び耐力の検討を行う。
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コンクリートのヤング係数

mm
2

ΣR1 175.2

スタッドボルトの短期許容せん断力
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剛性
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　フランジ外面
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スタッドボルト／軸部断面積 201

Zp

補剛材上ﾌﾗﾝｼﾞ面を回転中心とする横力による曲げ
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検討
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大梁の曲げ応力による圧縮側合力C

横力 Fp による水平力の負担

すべり耐力

280ガセットプレートの危険断面位置の設計断面せい
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の検討
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補剛材の剛性
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鋼材の基準強度
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　C =σy・A / 2 　C = Mp / h 

　片側

縦(行)

mm大梁天端からの補剛材天端位置

Ab

検討①

大梁の部材断面

大梁の断面積
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補剛材の取り付き

補剛材を小梁として使用
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　拘束あり

検討② 検討③

　C =σy・A / 3 　C = Mp / h 　C =σy・A / 4 　C = Mp / h 

　拘束あり 　拘束なし

　フランジ外面 　フランジ芯 　フランジ外面 　フランジ芯

　片側 　両側 　片側 　両側

　接合ﾎﾞﾙﾄ 　梁上ｽﾀｯﾄﾞ 　接合ﾎﾞﾙﾄ 　梁上ｽﾀｯﾄﾞ

　使用する 　使用しない 　使用する 　使用しない

　拘束あり 　拘束なし


